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皆様，暖冬が続いておりましたが，この編集後記を
書かせていただいている本日 1月 25日は本当に寒い
1日となりました。本号が出る頃は受験シーズンど真ん
中ですが，どうぞ受験生，ご家族は風邪などひかれま
せんよう頑張ってください。
さて，本号の特集「緑内障と全身因子：最新情報」
では，緑内障診療の基盤である眼圧下降治療を踏まえ
つつ，眼圧のみでは説明しきれない発症・進行の多様
性を，生活習慣，循環，糖尿病・代謝，睡眠，認知機
能の観点から整理していただきました。実臨床では眼
圧が良好でも進行する症例があり，眼圧以外の修飾因
子を見落とさず，緑内障を全身疾患として捉え直す視
点が重要です。各稿は，生活習慣による影響，血圧の
高低や日内変動との関係，糖尿病や脂質代謝異常がも
たらす緑内障への影響と新規治療への展望，進行加速
因子としての睡眠時無呼吸症候群の意義，さらに緑内
障治療による認知症予防という考え方ならびに認知症

併発緑内障患者の診療上の課題までを提示し，緑内障
診療の射程を広げております。
本特集を通読すると，緑内障診療は「眼圧を核に据
えたまま」，栄養状態・循環・代謝・睡眠・神経変性
といった全身の恒常性とその異常へ視野を広げる方向
に進んでいることが実感されます。私の専門とする視
神経炎においても，視機能予後には炎症部位や病変の
長さ，年齢，自己抗体の有無などが大きく関与してい
ますが，従来の眼圧や眼軸長といった眼科的因子に加
え，本特集で示された運動，血圧，脂質代謝などの全
身因子にも目を向ける必要性を改めて痛感しました。
この2月号が，眼圧コントロール良好にもかかわら
ず進行する緑内障症例の背景因子に目を向け，多職種
連携や早期介入につなげる羅針盤となれば幸いです。
綜説や連載，投稿論文ともども是非ご一読ください。
� （石川　均・記）
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